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　四方を海に囲まれた日本は、水産資源や観光など海の恩恵を受ける一方、せまい国土から採

れる必要な資源の量は限られています。そのため、私たちのくらしに必要な、パンのもとにな

る小麦などの食料、発電に必要なガス、車のガソリンや衣類のもととなる原油など多くの資源

を海外からの輸入に頼っています。そしてそのほぼ100％を船で日本へ運んでいます。

「ジュニア・シッピング・ジャーナリスト賞」は、そのようなくらしに欠かせない重要な役

割を担っている「海運」や「造船」などの海事産業、「船」や「港」について、全国の小学

生・中学生・高校生の皆さんに新聞づくりを通して学び、理解してもらいたいと2013年度か

ら開催している新聞コンクールです。

　９回目を迎えた2021年度も、全国から1,141点の素晴らしい作品が集まりました。ここには

その中から代表作品を掲載しました。感性豊かな“子どもジャーナリスト”たちの作品をご覧

いただき、くらしを支える海事産業への理解を深める一助にしていただけたら幸いです。

　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　令和４年３月
公益財団法人 日本海事広報協会

はじめに

  後　援
国土交通省、文部科学省、全国連合小学校長会、全日本中学校長会、
全国高等学校長協会、全国市町村教育委員会連合会、全国新聞教育研究協議会、
一般社団法人 日本船主協会、一般社団法人 日本造船工業会、
一般社団法人 日本中小型造船工業会、公益社団法人 日本港湾協会、
日本内航海運組合総連合会、一般社団法人 日本旅客船協会

 主　催
公益財団法人 日本海事広報協会

この事業は、公益財団法人日本海事センターの補助を受けて実施しています。
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全国新聞教育研究協議会 理事長

小　林　豊　茂

（順不同・敬称略）

船や港など、海には見て学べる材料がたくさんあることを新聞づくりを通し
て感じたと思います。インターネットで調べるだけでなく、行って見て知る
ことの面白さも実感したのではないでしょうか。特に小学生の手書きの新聞
からはその楽しさが伝わってきました。中高生の皆さんにはそのあたりの掘
り下げをもう少し期待したいと思います。

審査委員紹介・審査講評

東京海洋大学 教授

黒　川　久　幸
今回はSDGsに関わる内容の作品が数多くみられ、持続可能な世界を築くた
めの変革が起きていることを実感しました。海のゴミ問題や普段接すること
の少ない船員さんの仕事を取り上げた作品がありました。若い人たちが豊か
で活力のある未来を創るためのSDGsに関心を持ち、この視点で海の環境や
仕事に目を向けることはとても素晴らしいことだと思います。さらに興味の
幅をひろげ、学習を深めていってください。

歌手・エッセイスト・教育学博士

アグネス・チャン
今年も楽しく読ませていただきました。皆さんの海や船に対する興味が大きい
ことを実感しました。楽しく好奇心をもって海や船と向きあっている作品に私は
目をひかれました。あらためて海というテーマの広さ、深さ、面白さを今回の新
聞から知ることができました。子どもたちに教えるとともに、子どもたちから学
ぶというのは大人にとって最高の幸せです。これからもぜひ調べること、学ぶこ
とを続けていってください。

（公財）日本海事広報協会 理事長

尾　澤　克　之　
国民の「海離れ」が進んでいると言われています。そういう中でこれだけた
くさんの若い人たちが海や船に興味をもち、その魅力を調べ伝えてくれたこ
とに感謝します。もう一つ素晴らしいと思ったのは環境への視点です。皆さ
んがSDGsなど地球環境への高い問題意識をもっていることを知り、未来へ
の大きな希望を感じました。
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国土交通大臣賞　大臣選評
ジュニア・シッピング・ジャーナリスト賞のグランプリである「国土交通大臣賞」は、
審査委員が選出した上位作品の中から、斉藤鉄夫国土交通大臣が小学生部門、中学生・
高校生部門各１点を選定しました（作品は４、26ページに掲載）。

	 選考にあたる斉藤大臣と受賞作品	 （写真提供：国土交通省）

小学生部門

＜大臣選評＞

中学生・高校生部門

＜大臣選評＞

●大臣選評●
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国土交通大臣賞

SDGsで未来の港を切り拓け!
新潟県　新潟市立万代長嶺小学校

佐藤 光梨（5年）
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小学生
部門 国土交通大臣賞を受賞することができてとてもうれしいで

す。私は、新聞を書く前までは、SDGs については知って
いましたが、港や造船の分野において、こんなに環境のこ
とを考えているということは正直分かりませんでした。今回
の学習で SDGs と海運界のことに興味をもったので、多く
の方々に学んだことを伝えていきたいと思いました。

受賞者
コメント
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公益財団法人 日本海事広報協会 会長賞

がんばれ!! インターセプター新聞
大阪府　羽曳野市立高鷲小学校

宮﨑 宗獅郎（3年）
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小学生
部門 身にあまる賞をいただきありがとうございます。インターセ

プターのことを調べて、世界で一番アジアが海洋ゴミを出し
ていると知り、アジア人としてはずかしいです。だけど、実
際はアジア人とか関係なく、地球人として全員でこの問題に
取り組まなくてはいけません。オーシャンクリーンアップ社
もありがとうございました。

受賞者
コメント
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優 秀 賞

ぼくの船旅新聞
東京都　新渡戸文化小学校

中村 一朗太（4年）
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小学生
部門 この新聞を作るにあたって、たくさんの方にご協力いただき

ました。まずは感謝申し上げます。今、この時期だからこそ、
気が付ける日本の船の素晴らしさがあります。ほんの少し
足をのばせば見えてくるものもあり、海風に当たって考え、
船の世界を応援していきたい、そう思います。

受賞者
コメント



10

優 秀 賞

教えたい船のひみつ新聞
愛知県　豊橋市立牟呂小学校

齋藤 こま梨（5年）
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小学生
部門 私の学校で、船長の出前授業がありました。日下部船長さ

んの話を聞いて、船の大切さを知りました。今まで私が知
らなかった船のひみつをたくさん知ることができたので、新
聞にして伝えたいと思いました。自分で新聞を作ってみて、
船で働く人たちについてまとめることができて楽しかったで
す。ありがとうございました。

受賞者
コメント
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優 秀 賞

見て見て聞いて! 船新聞②
愛媛県　今治市立常盤小学校

藤﨑 穂のか（6年）
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小学生
部門 私は、昨年度に初めて応募させていただいてから一層、船

について詳しく調べるようになりました。学校の近くにある
今治港が、今年２月に開港 100 周年を迎えることもあり、今
回は今治港の歴史について調べ、「見て見て聞いて！ 船新聞」
の第二弾を作成しました。この度いただいた優秀賞を自信に、
これからも様々なことに興味を持って続けていきたいです。

受賞者
コメント
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日本と世界をつなぐみんなの港
新潟県　新潟市立万代長嶺小学校

石井 唯花（5年）

仙台港新聞
宮城県　仙台市立荒町小学校

髙橋 　慧（5年）

佳　作
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小学生
部門

なんだって!! みんなのための東港
新潟県　新潟市立万代長嶺小学校

桐生 七夕（5年）

守ろう！ じまんの港
新潟県　新潟市立万代長嶺小学校

内海 咲希（5年）
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佳　作

世界で活躍!! 日本の港と船
新潟県　新潟市立万代長嶺小学校

清水 　萌（5年）

I LOVE 船
新潟県　新潟市立万代長嶺小学校

桜井 優里花（5年）
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小学生
部門

船が運ぶみんなの命
新潟県　新潟市立万代長嶺小学校

星野 光希（5年）

未来へつながる東港の力!!
新潟県　新潟市立万代長嶺小学校

鶴巻 星來（5年）
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佳　作

ザ・East Port
新潟県　新潟市立青山小学校

有竹 優菜（5年）

港ってすごいぞ! 新聞
新潟県　新潟市立有明台小学校

佐野 歩幸（5年）

世界で役立つ！ 東港と船のひみつ
新潟県　新潟市立青山小学校

長嶋 時禾（5年）
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小学生
部門

コンテナターミナルの仕事
新潟県　聖籠町立亀代小学校

横山　凜（5年） 港の秘密新聞
新潟県　新潟市立紫竹山小学校

波多野 心結（5年）

すごい所がいっぱい！ 新潟東港国際コンテナターミナル
新潟県　新潟市立濁川小学校

横山 和奏（5年）
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佳　作

こんなにあったの?! 船の種類新聞
東京都　板橋区立板橋第七小学校

由布 昊茉（3年）

船の歴史新聞
埼玉県　狭山市立新狭山小学校

阿部 史織（5年）
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小学生
部門

白玉
神奈川県　相模女子大学小学部

栗木 玲奈（4年）宇宙新聞
神奈川県　相模女子大学小学部

齋藤 ゆめり（4年）

知ってほしい! コンテナの重要さ
東京都　江戸川区立南篠崎小学校

稗田 瑞姫（5年）船のじょうほう新聞
千葉県　千葉市立花島小学校

大木 琉愛（3年）
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佳　作

知りたい! 船の新聞
愛知県　豊橋市立牟呂小学校

宮川 莉緒（5年）

船新聞
愛知県　豊橋市立牟呂小学校

伊藤 紗埜（5年）乗組員の、生活新聞
愛知県　豊橋市立牟呂小学校

櫻井 芽依（5年）
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小学生
部門

ぱしふぃっく新聞
大阪府　枚方市立小倉小学校

水野 友斗（4年）

船のことについて知ろう!!

広島県　広島大学附属三原小学校

角　 玲実、林 友理香、今林 　湊、
清水 梨玖、吉原 暖真（5年）
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佳　作

クルーズ客船しんぶん
オランダ　アムステルダム・インターナショナル・コミュニティ スクール

庄田 真結人（1年）

日本の造船どんな役割があるの?
愛媛県　今治市立常盤小学校

山田 吏優（6年）
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作　品　名 都道府県名 学　校　名 学年 名　前

フェリー新聞 埼 玉 県 青山学院大学系属
浦和ルーテル学院小学校 2 年 鈴木� 優凪

かもつ船新聞 東 京 都 中央区立
日本橋小学校 2 年 川島� 泰考

たのしいふね 東 京 都 町田市立
町田第四小学校 １年 宮田� 晴風

おさかなだいすき 神奈川県 横浜市立
川和小学校 １年 越江� 結音

いか 神奈川県 座間市立
栗原小学校 １年 鈴木�たけと

KAIWO丸ひみつ新聞 富 山 県 高岡市立
川原小学校 2 年 二上� 詩帆

ふねしんぶん 大 阪 府 岸和田市立
旭小学校 １年 市岡� めい

またのりたい
レインボージェット 大 阪 府 東大阪市立

玉美小学校 2 年 梶原� 隼助

コンテナ新聞 兵 庫 県
神戸市立
義務教育学校
港島学園 小学部

2 年 谷吉� 英恵

はらみ船新聞 兵 庫 県 高砂市立
荒井小学校 2 年 原� 美乃里

別府港について 大 分 県 別府市立
大平山小学校 １年 東里� 光

りょうしのおじちゃん
おいしいお魚をありがとう 大 分 県 中津市立

樋田小学校 2 年 川上� 創平

エクセレンス賞
チャレンジ
部門

※小学1・2年生対象
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国土交通大臣賞

北九州港の仁義ある戦い 〜いざ、六つの港が力を合わせん〜
福岡県　九州国際大学付属中学校　新聞部

大野 更紗、佐藤 美月（3年）、黒瀬 唯月奈、笹田 梨央（2年）
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中学生
部門

高校生

コロナ禍で、部活がなかなかできない中、受賞できてとて
もうれしいです。２年生メインで新聞を作成しましたが、３
年生の先輩方がわきをがっちりと固めてくださって、内容が
とても充実しました。今回、特にこだわったのが、タイトル
です。皆さんの興味を引き、読んでみたいと思ってもらえた
ら大成功です。

受賞者
コメント
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公益財団法人 日本海事広報協会 会長賞

調べる船新聞
東京都　東京都立新島高等学校

河津 明希星（3年）
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中学生
部門

高校生

この新聞では、調査船の種類や海底の測量についてまとめ
ました。紹介した「ちきゅう」は日本の海底火山の研究をし
たり、外国の調査船と協力して地層の研究をしたりもして
います。他にも、調査船や研究はたくさんあるので、興味
を持った人は具体的なことも調べてみてください。

受賞者
コメント
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優 秀 賞　

海の仕事 海国日本の文化と技術を伝える海事書籍編集
北海道　北海道函館水産高等学校

久保田 美月、三浦 星輝（1年）
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中学生
部門

高校生

先生に「海の学校に来たんだから、応募してみたら」と言
われ、参加賞ねらいで応募しました。それが優秀賞だなんて、
ほんとうにびっくりを通り越して夢のようでした。取材を通
じて、海の本がどういう思いで書かれ、作られているかが、
よくわかりました。

受賞者
コメント



32

優 秀 賞　

長崎工業高校造船新聞
長崎県　長崎県立長崎工業高等学校

松尾 汰志朗、宮地 拓海、森山 雄翔、山本 宝良（3年）
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中学生
部門

高校生

このたび、私たちの造船新聞を選んでいただきありがとう
ございました。私たちは、今まで新聞を作ったことがあり
ませんでしたが、班のメンバーが協力して完成させることが
できました。多くの人の協力もあって優秀賞をいただけてよ
かったです。

受賞者
コメント
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優 秀 賞　

横浜港新聞
東京都　豊島区立千登世橋中学校

寺岡 大輝（1年）

横浜で実際に赤レンガ倉庫やシルク博物館を見学し、横浜港の貿易が国を支えてい
たということを学びました。横浜で感じたことや、歴史などをまとめて作った僕の横
浜港新聞が、優秀賞だということを知った時は、驚き、興奮しました。ありがとうご
ざいました。

受賞者
コメント
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中学生
部門

高校生 佳　作

横浜・港新聞
東京都　豊島区立西池袋中学校

田原 百萌（1年） 横浜港新聞
東京都　豊島区立西池袋中学校

齋藤 実裕（1年）

海の仕事 新造船空撮写真師
北海道　北海道函館水産高等学校

加藤 貴潤、北山 純也（1年）
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東京都の海
東京都　豊島区立西巣鴨中学校

中山 颯大（1年） 横浜の魅力新聞
東京都　豊島区立千登世橋中学校

坂本 倫美（1年）

横浜学習新聞
東京都　豊島区立千登世橋中学校

河合 美紀（1年） 横浜港のいろは
東京都　豊島区立西池袋中学校

山本 紗衣（1年）

佳　作
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中学生
部門

高校生

海運新聞
愛知県　名古屋市立猪高中学校

兼﨑 美緒（2年）船について
山口県　下関市立菊川中学校

林　 真唯（1年）

世界の幽霊船
東京都　東京都立新島高等学校

宮川 陽莉（3年） 飛鳥Ⅱ
東京都　東京都立新島高等学校

前田 加桜（3年）
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船の模型新聞
徳島県　徳島県立徳島科学技術高等学校

佐川 武士（1年）

海の港新聞
徳島県　徳島県立徳島科学技術高等学校

貞野 惺音（1年）

佳　作
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中学生
部門

高校生

開港450th 長崎港新聞
長崎県　長崎県立長崎工業高等学校

馬場 建誠、横石 青空（1年）

長崎工業高校インテリア新聞
長崎県　長崎県立長崎工業高等学校

吉田 悠流、渡辺 脩志（1年）
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世界に笑顔を! 港と船
新潟県　新潟市立万代長嶺小学校

金子 有生(5年）

一般社団法人 日本船主協会 会長賞
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部門
共通 新聞名に「世界に笑顔を」という言葉を入れました。海運

界で働く皆さんは、地球のことを考え、環境に配慮する工
夫をしています。その工夫や一生懸命働いている方々がい
るからこそ、今も、そして未来を生きる世界中の人々の笑顔
につながっているということを、多くの方々に気付いてほし
いと思いました。ありがとうございました。

受賞者
コメント



42

一般社団法人 日本造船工業会 会長賞

船の世界ビックリ発見! 新聞
長崎県　諫早市立喜々津東小学校

小林 龍生(6年）
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部門
共通 一番ビックリ！したのは軍艦島です。実際に足を運んでみて、生活や

仕事の様子を知りました。ここの炭鉱が日本を支えていたことや過
酷な仕事を想像しました。波が高いと上陸できない場所なので、無
事に上陸できて良い体験になりました。また、深海や南極のことも
知ることができたし、そこで活躍する船のことも知りました。すばら
しい賞をいただき、とてもビックリ！しました。ありがとうございました。

受賞者
コメント
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公益社団法人 日本港湾協会 会長賞

未来につなげ! 私たちの港と船
新潟県　新潟市立万代長嶺小学校

真柄 杏咲(5年）



45

部門
共通 すてきな賞をいただきありがとうございました。私たちの

生活に欠かせない物を運ぶ仕事をしている海運にかかわる
全ての方々に感謝しています。私たちのために頑張ってくれ
ている海運界の方々や貿易に関する様々な工夫を知っても
らいたいという願いを持ち、一生懸命に書きました。多く
の人たちに読んでもらえたらうれしいです。

受賞者
コメント
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エコと船新聞
兵庫県　神戸市立舞子小学校

渋谷 奈々恵（5年）

日本内航海運組合総連合会 会長賞
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部門
共通 すばらしい賞に選んでいただき、ありがとうございました。

本当にうれしいです。新聞づくりを通して、船がエコである
ことがよく分かりました。将来は海に関わる仕事をしたい
と思いました。

受賞者
コメント
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審査委員特別賞
全国新聞教育研究協議会 理事長　小林　豊茂

たのしい船りょこう新聞
東京都　町田市立町田第四小学校

宮田 心夏（2年）
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部門
共通 選ばれたのが、すごい賞でうれしかったです。新聞も初め

て書いて、できあがった時に賞をもらえると思っていなかっ
たから、ビックリしました。インタビューして、グラフや題
名を工夫して分かりやすくするのが難しかったです。選ばれ
てうれしいです。ありがとうございました。

受賞者
コメント
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さんふらわあ しんぶん
東京都　中央区立明正小学校

瀬之上 綾音（1年）

審査委員特別賞
東京海洋大学 教授　黒川　久幸
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部門
共通 このたびは、素晴らしい賞をいただき、ありがとうございます。

長年造船の研究に携わってきた祖父に憧れて、私が初めて乗った
フェリー「さんふらわあ」について調べました。船が環境に優し
いことや、船旅の楽しさも伝えたいと思いました。SDGs が叫ば
れる今、地球環境を守り、より良い未来を作るのは私たちだとい
う使命感を持って、これからも勉強を続けていきたいと思います。

受賞者
コメント
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東港と船の活やくを見よう!
新潟県　新潟市立青山小学校

滝澤 明里（5年）

審査委員特別賞
（公財）日本海事広報協会 理事長　尾澤　克之
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部門
共通 私は、東港見学と新聞づくりを通して、コンテナターミナル

や船のことをたくさん学ぶことができました。今まで知ら
なかった世界を多く知りました。そして、「もっと航海士の
仕事のことを知りたい」と興味がわきました。素敵な賞を
いただいて、本当にうれしいです。

受賞者
コメント
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横浜sea聞
東京都　豊島区立西池袋中学校

菊池 凜音（1年）

審査委員特別賞
歌手・エッセイスト・教育学博士　アグネス・チャン

生き物のすみかである海。経済の発展に必要不可欠な海。人の心を洗浄してくれる海。
この世にはさまざまなカタチの海がありますが、近年では、環境問題によって、海へ
影響が及んでいます。そんな今だからこそ、海を大切にきれいにしていかねばなりませ
ん。この新聞が、海について考えるきっかけになれたらうれしいです。

受賞者
コメント
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部門
共通

新潟県 新潟市立青山小学校

社会科学習の一環として、新潟東港・LNG 新潟基地を見学させていただきました。
新潟と世界がつながっていることを知る、とても良い機会になりました。このたび、
優秀賞をいただき、大変喜んでいます。日本船主協会、北陸信越海事広報協会の皆
様には感謝いたします。本当にありがとうございました。

受賞
コメント

新潟県 新潟市立万代長嶺小学校

このたびは、このような素晴らしい賞をいただき、ありがとうございます。開港
１５０年を越えた歴史ある新潟で、子どもたちは、港の様子や仕事について、一生
懸命に調べ新聞にまとめました。今まで当たり前に生活していた子どもたちにとって、
生活に欠かせない海運、そしてそこで働く人たちの工夫や努力に触れることで港の
重要性、地元の港への誇りなど大切なことを実感しながら学ぶことができました。
このような貴重な機会をいただき、ありがとうございました。

受賞
コメント

優秀賞（団体賞）　
優れた作品を多数応募してくれた学校に贈られる優秀賞。

6校が選ばれました。
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神奈川県 川崎市立南生田中学校

海事産業に関する出前授業と新聞づくりを実施して、以下のような感想が生徒から
出ました。「ひとつの海というテーマから、様々な職業が出てきたことに驚きました。
海がないと世界がまわらなくなると思うと、海を守っていく必要があると感じまし
た。」「文系・理系・男性・女性など関係なく、いろいろな分野の人の力が必要で、自
分たちの得意なことを活かしながら活躍している、とてもやりがいを感じることので
きる仕事だと思いました。」

受賞
コメント

東京都 豊島区立西池袋中学校

豊島区では連合行事として、一学年で「横浜・海の学習」と題し、校外学習に取り組み
ました。そして、作成した新聞で応募しました。今回、団体優秀賞を受賞させていただき、
教職員間ではとても光栄に感じています。生徒たちへ学年集会で発表した際には、そ
の驚きと自らの達成感から拍手が自然と沸き上がるほどでした。今回学んだ取り組み
と受賞させていただいたことを誇りに、今後も努力を重ねたいと考えています。

受賞
コメント

優秀賞（団体賞）　
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山口県 下関市立長成中学校

このたびは、このような素晴らしい賞をいただき、誠にありがとうございました。講
座を通し、生徒たちは港や船づくり、貿易等、地元で根付いている海洋産業への興
味・関心を高めていきました。また、下関工科高等学校における造船についての学び、
旭洋造船の現場見学等、多方面にわたり、充実したキャリア教育となりましたこと、
大変うれしく思います。

受賞
コメント

愛知県 豊橋市立
牟呂小学校

資料をもとに、疑問を解決したり、新たな発見をしたりしながら、子どもたちはいき
いきと学習を進めました。さらに、出前授業での日下部船長の講話から、自分たち
の生活が海運に支えられていることを実感しました。貴重な学習の機会をいただき、
さらにこのような賞もいただくことができ、子どもたちは幸せです。本当にありがと
うございました。

受賞
コメント

部門
共通
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